
 特定非営利活動法人 日本消費者連盟 御中 

 2023年4月7日 

 敷島製パン株式会社 

 総務部広報室 

 　2023年3月24日付にて拝受いたしました、「コオロギ入りパンについての公開質問状」につきまして、 

 以下の通り回答いたします。 

 記 

 1.弊社は、将来起こり得る食糧危機に備え、2020年より弊社公式オンラインショップにおいて、数量限定 

 　で、食用コオロギパウダーを使用した商品を販売しております。昆虫食に関しては、 消費者の嗜好が分 

 　かれるため、誤って喫食することの無いよう、商品パッケージには食用コオロギパウダーの使用を明記　 

 　しています。 

 　取組みの背景としましては、2050年には世界人口が100億人に迫るとの予測もあり、将来の食糧不足　 

 　も懸念されるなか、2013年に国連食糧農業機関（FAO）が発表した報告書『食用昆虫：食料と飼料の　 

 　安全保障に向けた将来展望』を契機に、昆虫食が注目されており、弊社では、未来の食糧不安に備　 

 　え、持続的な食糧の安定供給を目指した取り組みの一環として、生産効率が良く環境負荷が低いとさ 

 　れる食用コオロギのパウダーを使用した商品を研究・開発しています。 

 　弊社が使用する食用コオロギパウダーの原産国であるタイでは、コオロギの養殖技術が確立されてい　 

 　るとともに、GAP、GMPやHACCPの認証制度が整備されています。 

 GAP：GAP（Good Agricultural Practices:農業生産工程管理）とは、農産物（食品）の安全を確保し、より良い農業経 

 営を実現するために、農業生産において、食品安全だけでなく、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するた 

 めの生産工程管理の取組。（農林水産省ホームページより） 

 GMP：GMPとは、Good Manufacturing Practice（適正製造規範）の略で、原材料の受け入れから製造、出荷まで全て 

 の過程において、製品が「安全」に作られ、「一定の品質」が保たれるようにするための製造工程管理基準のことです。 

 （厚生労働省ホームページより） 

 HACCP：HACCPとは、食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因（ハザード）を把握した上で、原 

 材料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去又は低減させるために特に重要な工程 

 を管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法です。（厚生労働省ホームページより） 

 2.仕入先の原料メーカーにて、衛生管理や物理的危害などのリスクを確認、他に使用する原料と同等の 

 　衛生規格を満たすものを使用しています。 

 　また、食用コオロギパウダーには甲殻類に似た成分が含まれ、アレルギーの方にとってはリスクが高い 

 　と言われていることから、えびやかにのアレルギーを持つ方は控えて頂くよう、ホームページ上、商品ラ 

 　ベルに注意喚起文を赤文字で記載。アレルゲン管理のため、通常の弊社商品とは異なる専用施設で　 

 　生産し、工場建屋・製造ライン・製造スタッフを全て変え、万が一の混入も起こらないよう管理をしてい 

 　ます。 



 3.食用コオロギパウダーの原材料となっているコオロギは、GAP認証を受けたタイの農場（室内）にて衛 

 　生的な環境で厳密に管理し食用として養殖されたものです。収穫後は、直ちにGMPおよびHACCP認 

 　証を受けた工場で洗浄（UV殺菌）、加熱処理（沸騰水で40分、オーブンで7時間）、粉末加工され、こ　 

 　れを真空パックにしたものを日本に輸入しています。 

 　仕入先において定期的に食品微生物と残留農薬の自主検査を行い、品質管理を徹底していることを　 

 　確認しています。 

 4.個別の売上に関しては開示しておりません。 

 5.公式オンラインショップ以外での販売計画はございません。 

 6.弊社ホームページ（公式オンラインショップ）にて、情報公開しております。また、個別のお問い合わ　　 

 　せについてはお客さま相談室にて説明・理解いただけるよう努めております。 

 以上 


